
１ ダイアルアップ接続（複数台接続）設定の方法

ＩＳＤＮを利用するダイアルアップ接続でインターネットを複数台同時利用するには図資１

－１のような二つの接続方法が考えられます。

①ターミナルアダプタ（ＴＡ）とプロキシサーバを用いてＬＡＮに接続する。
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②ダイアルアップルータを用いて接続する。
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図資１－１

ダイアルアップルータ（以下「ルータ」という ）は高機能なものが安価に入手できるよう。

になってきました。設定も容易になってきていますので、校内にＬＡＮが敷設されている場合

はルータを用いてインターネットに接続し利用する形態が望ましいと思われます。そこで、Ｍ

Ｎ１２８－ＳＯＨＯというルータを例に、その具体的な設定方法を説明します。

インターネットを利用するためには、各クライアントＰＣにＴＣＰ／ＩＰがインストールさ

れている必要があります。もしクライアントＰＣにインストールされているかどうか分からな

い場合は ［ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ］から、[ﾈｯﾄﾜｰｸｱｲｺﾝ]をダブルクリックし、[現在のﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ]、

欄で確認してください。

もし図資１－２のようにＴＣＰ／ＩＰが表示

されていなければ、 追加 をクリックして図資

１－３の ﾌﾟﾛﾄｺﾙ を選択し、続けて 追加 をク

リックします。

なお ［ >ﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟｱﾀﾞﾌﾟﾀ］が表示さ、 TCP/IP-

れている場合がありますが、これはモデムやＴ

Ａで利用する際のもので、この場合も新たに追

加する必要があります。

図資１－４のように、製造元に［ 、Microsoft］

ネットワークプロトコル［ ］を選択してTCP/IP

［ＯＫ］ボタンを押します。

図資１－２



図資１－３

図資１－４

[現在のﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ]の欄にＴＣＰ／ＩＰが追加されたのを確認して ＯＫ ボタンをク

リックします。再起動の指示に従ってパソコンを再起動してください。

続いて、ルータの設定について説明をします。ルータを用いた接続の場合、インターネット

接続用ＩＰアドレスを一つ取得している場合と複数取得している場合とで設定の手順が若干異

なります。

( )1 ＩＰアドレスを一つ取得している（端末型ダイアルアップ接続）場合の設定

ルータは、ＬＡＮにつながれたパソコン（以下「クライアントＰＣ」という ）に代わり、。

インターネット上のサーバと通信する役割を果たします。したがって、インターネット上から

は、実際はクライアントＰＣからの通信であっても、ルータから通信されているように見えま

す。すなわち、ルータは、クライアントＰＣからインターネット上への通信要求があったとき

に、クライアントＰＣのＩＰアドレス等の情報をルータのＩＰアドレス等に置き換えてイン

ターネット上に身代わりとなって通信するものです したがって 小中学校等で京都みらいネッ。 、

トの拠点に接続し、インターネット接続用のＩＰアドレスを一つ取得すれば、複数台のコンピ

ュータがインターネットを同時利用できるようになります。

小中学校等でダイアルアップで拠点に接続する場合には拠点から接続に必要な設定値が表資

１－１のように通知されます この表の設定値を使って以下設定方法の説明を進めていきます。 。

表資１－１

接続用ＩＤ等一覧（ＩＳＤＮによる接続の場合） ○○○学校

接 続 用 Ｉ Ｄ パスワード ＩＳＤＮの電話番号

dummy-id dummy123 ○○○－○○○－○○○○○

貴 校 の 接 続 用 コ ン ピ ュ ー タ の

ドメイン名 ホスト名 ＩＰアドレス サブネットマスク

kyoto-be.ne.jp center-es 172.25.XXX.1 255.255.255.0

当総合教育センターのＩＳＤＮ番号、サーバ名及びＩＰアドレス

ＩＳＤＮ電話番号 075-604-1151



まず最初にルータにケーブル類を接続します。

① [ ]に電話ケーブルを差し込みます。ISDN U

② [ ｽｲｯﾁ]をＯＮにします。DSU

③ [終端抵抗切替ｽｲｯﾁ]をＯＮにします。

④ [ 切替ｽｲｯﾁ]を にします。ETHERNET toPC

⑤ ＬＡＮケーブルを[ ]のいETHERNET1/2/3/4

ずれかのポートに差し込み、もう一方はハブ

等に差し込み、ＬＡＮに接続します。

⑥ [電源ｽｲｯﾁ]を入れます。

以上でルータの準備ができましたので このルー、

タに接続できるＬＡＮ上のいずれかのクライアン

トＰＣの電源を入れてブラウザソフトを起動し、

ルータの設定を進めていきます。 図資１－５

⑦ ブラウザのＵＲＬ欄に[ ]とhttp://192.168.0.1

入力し、リターンキーを押します。

図資１－６のようなルータの設定画面が表

示されますので、ここで拠点から通知された

設定値を入力していきます。

図資１－６

なお、クライアントＰＣは起動する途中でルー

タからＩＰアドレスなどを自動的に割り振られま

す。今操作しているクライアントＰＣに設定され

た内容を確かめるには ［ﾌｧｲﾙ名を指定して実行］、

から[ ]と入力すると図資１－７のように確winipcfg

認できます。 詳細 をクリックすることでさらに

詳しい情報を見ることができます。このダイアロ

グを閉じるには ＯＫ ボタンを押します。

図資１－７

⑧ 左欄の［●端末型ﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟ接続用］をク

リックし右欄に拠点から通知されたＩＳＤ

Ｎ電話番号、接続用ＩＤ、パスワードを図

資１－８のように入力します。

なお、送信パスワード欄は画面では で表"***"

示されますので［ キー］や[カナキー]が押CAPS

されていないか注意して入力します。また、自動 図資１－８



接続を[する]を選択しておけば、インターネット上への通信の必要が生じたときに数秒で接続

し、一定時間インターネットへのアクセスがなければ自動的に切断しますので学校等で利用す

る場合には便利です。

以上の入力が終われば 設定ボタン をクリックします。これでルータは電話をかけてイン

ターネットに接続することができます。ただし、拠点経由で接続する場合は、各クライアント

ＰＣのブラウザソフトのプロキシの設定をしないとホームページを見ることができません。

⑨ 最後にブラウザソフトのメニューバーの

[表示]から[ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝ]を選択して、図

資１－９のように[ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞを使用してｲﾝﾀ

ｰﾈｯﾄにｱｸｾｽ]にチェックを入れてプロキシの

設定をします （ の。 Microsoft Internet Explorer

場合）

プロキシサーバのアドレスは二通りあり

ますので必要に応じて使い分けてください。

・ 教職員用（ネガティブリスト）

プロキシサーバ１ 172.31.1.4 8888(ﾎﾟｰﾄ )

・ 児童生徒用（ポジティブリスト）

プロキシサーバ２ 172.31.1.1 8888(ﾎﾟｰﾄ ) 図資１－９

なお 校内に独自のプロキシサーバを設置されているときは 設定が異なる場合があります、 、 。

試しにブラウザのＵＲＬ欄に と入力してみてください。当総合教http://www2.kyoto-be.ne.jp/

育センターのホームページが表示されるはずです。

( )2 ＩＰアドレスを複数取得している（ＬＡＮ型ダイアルアップ接続）場合の設定

拠点から複数（ルータ＋クライアントＰＣの台数分以上）のＩＰアドレスが取得できる場合

は ルータとすべてクライアントＰＣに取得したＩＰアドレスを直接 静的に 割り当てます、 （ ） 。

こうすることで、ルータがＩＰアドレスの付け替え作業をする必要がなくなりますのでルータ

への負荷が少なくなり、より高速にインターネットを利用することができます。

通常拠点に接続申請すれば、インターネット接続用のＩＰアドレスを一つ取得することがで

きますが、複数のＩＰアドレス（ネットワークアドレス）を取得したい場合は、当総合教育セ

ンターと調整のうえ、取得することも可能です。その場合には表資１－２のような設定値が通

知されます。

表資１－２

●接 続 用ＩＤ： ●接続用パスワード：dummy-lan dum12345

●ルータアドレス： サブネットマスク：172.25.206.30/27 255.255.255.224（ ）

この場合、ネットワークアドレス ルータのＩＰア172.25.206.0 を取得したことになり、

ドレス／サブネットマスク長に 各クライアントＰＣにＩＰアドレスを172.25.206.30/27 を、



172.25.206.1 172.25.206.29～ の範囲で割り振ることになります （ 部分は同じになりま。

す ）。

この場合の設定では、ケーブルの接続やスイッチの設定等は端末型ダイアルアップ接続と同

様ですが、各クライアントＰＣのＴＣＰ／ＩＰプロトコルのプロパティ設定とルータの設定が

異なりますので以下にその具体的な設定を説明します。

① ルータに電源を入れ、続いて一台のクライアントＰＣの電源を入れます。そのクライ

アントＰＣがＩＰアドレスを自動的に取得する設定になっていると起動途中でルータか

らＩＰアドレス等が自動的に割り振られますが、既にＩＰアドレス等の設定がされてい

る場合には自動的に取得するようにして再起動します。続いてブラウザソフトを起動し

ます。

② ブ ラ ウ ザ ソ フ ト か ら こ の ル ー タ の 設 定 画 面 を 表 示 す る た め に 、 Ｕ Ｒ Ｌ に

[ ]と入力します。図資１－ のような画面が表示されますので、左欄のhttp://192.168.0.1 10

[● 型ﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟ接続用]をクリックして、●接続先電話番号、●送信ユーザ、●送LAN

信パスワード、●本体の ｱﾄﾞﾚｽ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ、● ｻｰﾊﾞ機能、●自動接続をそれぞIP / DHCP

れ図資１－ のように設定します。なお、本体とはルータのことです。11

図資１－10 図資１－11

最後に、 設定 をクリックすると設定は完了し、ルータに記録されます。設定を有効するた

めに一旦ルータの電源を切り、再起動します。

次にインターネットに接続するすべてのクライアン

トＰＣのＴＣＰ／ＩＰプロトコルのプロパティを設定

していきます。

③ [ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ から ﾈｯﾄﾜｰｸｱｲｺﾝ をダブルクリッ］ 、

クし ﾌﾟﾛﾄｺﾙ を選択し ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ をクリッ［ ］ 、TCP/IP

クします。

④ ｱﾄﾞﾚｽ タブをクリックし、 ｱﾄﾞﾚｽを指定IP IP 図資１－12



をクリックして図資１－ のように[ ｱﾄﾞﾚｽ]と[ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ]を入力します。ＩＰアドレ12 IP

スはクライアントＰＣごとに違う値を設定しなくてはいけません。また、サブネットマス

クはどのクライアントＰＣも同じ設定( )にします。255.255.255.224

⑤ ｹﾞｰﾄｳｪｲ タブをクリックして[新しいｹﾞｰﾄｳ

ｪｲ]欄に図資１－ のようにルータに設定する13

アドレスを入力して 追加 をクリックすると[ｲ

ﾝｽﾄｰﾙされているｹﾞｰﾄｳｪｲ]欄に追加されます。

図資１－13

⑥ 設定 タブで を使う をクリックDNS DNS

して[ﾎｽﾄ]に適当なコンピュータ名を、[ﾄﾞﾒｲﾝ]

に を入力します。[ ｻｰﾊﾞｰのkyoto-be.ne.jp DNS

検索順]には を入力して 追加 ボタ172.31.1.99

ンをクリックします。

図資１－14

これでＴＣＰ／ＩＰプロトコルの設定は終わり

ですので最後に ボタンを押し、画面の指示通OK

りにコンピュータを再起動します。再起動すれば、

MS-DOS winipcfgプロンプトから[ ]と入力して、設

定が正しいか確認してください。

この設定はインターネットに接続するすべての

クライアントＰＣに行う必要があります。

図資１－15



今後ルータの設定画面を表示するためには、クライアントＰＣのブラウザソフトの 欄URL

に と入力します。http://172.25.206.30

※拠点から通知されるネットワークアドレスによって、ルータやクライアントＰＣのＩＰアド

レスの範囲が変わってきます。 ビットマスクのネットワークアドレス、すなわちサブネッ27

トマスクが の場合においてクライアントＰＣに割当てることができるＩＰアド255.255.255.224

レスの例を示します。

表資１－３

ネットワークアドレス ﾙｰﾀｱﾄﾞﾚｽ ｻﾌﾞﾈｯﾄ長 ＰＣに割当てるＩＰアドレス/

172.25.XXX.0 172.25.XXX.30/27 172.25.XXX.1 172.25.XXX.29～
172.25.XXX.32 172.25.XXX.62/27 172.25.XXX.33 172.25.XXX.61～
172.25.XXX.64 172.25.XXX.94/27 172.25.XXX.65 172.25.XXX.93～
172.25.XXX.96 172.25.XXX.126/27 172.25.XXX.97 172.25.XXX.125～
172.25.XXX.128 172.25.XXX.158/27 172.25.XXX.129 172.25.XXX.157～
172.25.XXX.160 172.25.XXX.190/27 172.25.XXX.161 172.25.XXX.189～
172.25.XXX.192 172.25.XXX.222/27 172.25.XXX.193 172.25.XXX.221～
172.25.XXX.224 172.25.XXX.254/27 172.25.XXX.225 172.25.XXX.253～

また、 台以上接続する場合は、ＩＰアドレスが足りませんので ビットマスクのネット30 26

ワークアドレス、すなわちサブネットマスクが のネットワークアドレスを取得255.255.255.192

することで 台のクライアントＰＣにＩＰアドレスを割振ることができます。次の表資１－61

４がその具体的な値です。

表資１－４

ネットワークアドレス ﾙｰﾀｱﾄﾞﾚｽ ｻﾌﾞﾈｯﾄ長 ＰＣに割当てるＩＰアドレス/

172.25.XXX.0 172.25.XXX.62/26 172.25.XXX.1 172.25.XXX.61～
172.25.XXX.64 172.25.XXX.126/26 172.25.XXX.65 172.25.XXX.125～
172.25.XXX.128 172.25.XXX.190/26 172.25.XXX.129 172.25.XXX.189～
172.25.XXX.192 172.25.XXX.254/26 172.25.XXX.193 172.25.XXX.253～
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